「科学と社会」　2006後期末試験問題　2007.2.1　（萩谷出題）解答例
以下の問題の中から自由に４問を選んで解答しなさい。解答は、問題番号を明記し、各問５行程度を目安として解答用紙に記入すること。必要があれば裏面に記入しても構わない。問題用紙の提出は不要である。
以下に記すのは、あくまでも正解例のひとつです。これ以外に多くの正解があり得ます。

１．西欧近代科学の発展において、宗教（特にキリスト教）はどのような役割を果たしたか。プラスとマイナスの両面について、説明せよ。

プラスの面：

知識の集積場所として、寺院・修道院が機能し、アラビアからの輸入科学としてのギリシャ・ローマ時代の科学遺産を伝える拠点ともなった。

マイナスの面：

キリスト教の教義と科学の遺産が結びつき、教条主義的、権威主義的な性格を持ったため、実証主義的な近代科学の成立にとって足かせとなった。

２．原子爆弾と原子力発電所の共通点、相違点について、詳しく説明せよ。

共通点：

原子核分裂反応を利用する点。放射性物質による汚染の原因となりうる可能性を持つ点。

相違点：

原子爆弾は高濃度の核分裂物質（ウラン235、プルトニウム239）を火薬による爆縮で一気に核分裂反応を進行させ、一瞬の間に膨大なエネルギーを得る。そのため核分裂の効率は悪く、未反応の核物質や分裂生成物をまき散らすことになる。原子力発電所は、比較的低い濃度の核分裂物質で、長時間をかけて熱エネルギーを取り出し、その核分裂反応の強度は原子炉内で調整可能である。

３．戦争と科学・技術の関係について、一例を挙げて説明せよ。

レーダーやソナーは第二次大戦中に急速に発達した技術であり、ロケットはドイツのV2ロケットが原型となっている。ジェット機も第二次大戦中に発達した。・・・など。

４．我が国の科学技術の発展について、歴史的な経緯をふまえて、その特性を説明せよ。

明治維新以降、列強に追いつくことを目標に、明治政府は欧米からの科学技術の輸入につとめ、外国人教師を招聘すると共に、優秀な学生を留学させ、吸収に努めた。日露戦争後には、本多光太郎、仁科芳雄、高峰譲吉、野口英世など、多くの科学者が世界的なレベルの業績を上げるようになり、科学技術の水準は欧米諸国に追いつきはじめた。帝国主義の時代で、軍事技術には国家的に力を注ぎ、造船・建艦技術などでは世界の一線に達した一方で、国内産業は生糸など軽工業が中心で、資源は輸入に頼る部分が大きく、自動車工業、航空工業、電子技術などは未発達で産業の体力は米英には遠く及ばない水準であった。この状態で第二次世界大戦に突入し、総力戦を戦い抜くことは不可能であり、敗戦の結末をみた。第二次大戦後は占領国の米国の政治・経済の影響下で経済的発展を遂げ、造船業、自動車工業、電子デバイス製造などの分野では、他国に負けない実力を身につけるに至った。しかし、残念ながら日本の科学技術は、明治以来の輸入科学体制の影響はぬぐえず、底が浅く基礎科学よりも応用を重視する傾向が続いている。日本生まれの独創的な技術や製品が国内よりもまず国外で受け入れられるという事例が多い。さらには受験生の理工系離れ、専門的技術者の待遇が事務職と比べて差がない、発明報酬が著しく低いなどの日本の特質から、科学技術立国を標榜する我が国の科学技術水準の維持には困難が生じつつある。

５．いわゆる「理科離れ」の原因について論ぜよ。

・戦後の繁栄、物質的な豊かさの享受によるハングリー精神の欠如

・ゆとり教育の問題

・文系に分類される教員養成の問題

・科学技術の高度化・ブラックボックス化の進行

・都市化の進行と身近な自然の消滅

・ゲームの普及、低年齢受験の影響による遊び体験の不足

・産業構造の変化

・合理主義と相容れない日本の精神風土？

・軍隊の欠如、理系エリートの行き場のなさ

・「知」離れ

・バブル期以降のマネーゲーム社会の進行、実学の希薄化

・環境問題や重大事故からの科学技術不信の浸透

・・・

６．「地球は球である」または「光に速度がある」という科学的事実を証明する方法を考案せよ。

一例：

・地球は「球」ではなく、近似すれば回転楕円体に近い形態を持っている。平均海面の高さを地球全体に広げた面をジオイドと呼び、仮想的な理想の地球の形として用いられる。ジオイドの高低は重力の強弱、すなわち地下構造や地形などを反映する。地球科学者が地球を球であるなどというのは、正確さを欠いた暴論であり、常識が疑われる。このような出題に対して回答する義務はないものと考える。

これも正解：

・人工衛星などで宇宙空間から継続的に観察すると、地球が球であることがわかる。

「光に速度がある」を背理法で証明した例：

・光に速度が「ない」と仮定すると、光の速度はゼロであり、我々の目に届くことがない。しかし我々は光を使ってものを見ることができる。従って光は速度を持つ。

ごく一般的な解答：

・月面に反射板を置き、レーザー光をあてて、光を発してから反射板が光までの時間を測定する。（実際に月面までの距離の変化はこの方法で測定されている。アポロが月に到達した際に置いてきた反射板にレーザー光をあてているので、その点でもアポロの月面着陸はなかったとする考えは根拠を失うのだが。）
よろしくない解答例

・“船に乗って同じ方向へ進み続けると出発地点に戻る”　→陸地の存在を無視している。航続力の長い航空機をつかえばよいが、球の証明には「どの方向に対しても」同じ距離を進むと、もと居た地点に戻ることが必要。一方向だけなら円筒でも良い。

・“マゼランが世界一周に成功した”“コロンブスが新大陸を発見した”…　→地球が球でなくても実現できる。

７．科学とマスメディアの関係について、歴史的視点から論ぜよ。

・グーテンベルクの活版印刷

・科学雑誌の創刊

・映像の影響力

・科学ジャーナリズムの発展

・タレント教授の出現

　・・・

　マスメディアの発展に科学技術の発展が影響を及ぼしたことと、科学技術によって生まれた新しいメディアが、科学技術の普及や進展に逆に影響を及ぼしていることの両方を論じて欲しい。
８．現代社会における科学・技術の課題として重要と考えられる項目１つについて説明せよ。

（お好きにどうぞ。）

（以上）
